
「なかつ安心・元気・未来プラン2017」

 医療・保健の充実
 高齢者福祉と活躍の場づくり
 子ども・子育て支援の充実
 障がい者の自立支援
 地域コミュニティの活性化
 災害に強い安全なまちづくり
 安心して暮らせるまちづくり

安

心

 企業誘致と地場企業の育成
 一次産業振興・六次産業化
 山国川上下流域を結ぶ観光振興
 移住促進
 まちのにぎわいづくり
 文化・スポーツの振興

元

気

 学びたい教育のまちづくり
 生涯学習・産業教育の推進
 環境の保全
 インフラ整備・維持

未
来

参
加
・連
携
・結
集



市
民
と
の
対
話
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あ
ら
ゆ
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体
と
の
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携

暮
ら
し
満
足
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
中
津

【プランの全体像イメージ】

進捗状況

中津市総合計画

(2022改訂版)

-1-



12 12

20 19

25
27 11

17

23
17

11

12

1

3

5

5

1
3

15

9

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

H30

【参考】

R1

【参考】

R2

【参考】

R3

評価の推移

E

D

C

B

A

施策の進捗状況 （令和３年度末時点）

◆計画記載の施策（ 62項目）についての評価状況 （A～Eの5段階評価）

評価B以上の施策は

58％

【E】
高齢者の活躍の場づくり
・シルバー人材センター
会員数

観光の振興
・宿泊客数、観光入込客数
文化芸術活動の推進
・中津文化会館利用者数等

【D】
健康づくりの推進①
・乳幼児健診受診率
スポーツの振興
・イベント、施設利用者数等

評価目安 安心 元気 未来 計画推進 計
参考
R2

Ａ 100％以上 7 7 5 0 19 20

Ｂ 75～99％ 5 2 8 2 17 11

Ｃ 50～74％ 5 3 3 1 12 11

Ｄ 25～49％ 4 1 0 0 5 5

Ｅ ～24％ 2 3 4 0 9 15

計 23 16 20 3 62 62
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安心づくり

◆主な取り組み実績・トピックス

◆主な成果指標

 コロナに負けるな「なかつ励まし・支えあい宣言」（2020年5月、2021年5月）
 週一体操の立ち上げ及び自主運営の支援
 検診のインターネット予約を開始（2021年4月）
 三光ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ、西谷地区公民館供用開始（2021年）耶馬溪公民館整備に着手（2022年）
 米山公園「のびのびパーク」オープン（2021年7月）
 WEB版防災マップの更新及び多言語化（2020年4月～）
 福祉車両のカーシェアリング（2020年8月～）
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5.00
１．医療・保健の充実

２．高齢者福祉と

活躍の場づくり

３．子ども・子育て

支援の充実

４．障がい者の自立

支援

５．地域コミュニティ

の活性化

６．災害に強い安全

なまちづくり

７．安心して暮らせる

まちづくり

H30

R1

R2

R3

指標名 基準値 H30 R1 R2 R3 目標値(2026年)

1.特定健診実施率 34.2% 35.7% 36.2% 22.2% 31.9% 60%

2.元気！いきいき☆週一
体操教室の実施地区数

6箇所 32箇所 41箇所 45箇所 51箇所 100箇所

3.合計特殊出生率 1.9 1.95 1.87 1.81 1.80 1.89 

4.障がい者法定雇用
率達成企業

61.7% 60.7% 63.0% 61.0% 61.2% 70.0%

5.住民型有償サービ
ス設置数

5箇所 9箇所 10箇所 10箇所 10箇所 15箇所

6.自主防災組織防災訓
練等実施率

26% ― ―
26%

（基準値）
21.4% 100%

7.刑法犯認知件数 507 ― 294 ― 298 250

病院、健診の受診控え
➞市民の健康低下の懸念

高齢者の社会参加の機会
減少（評価Ｅ）
➞心身の生活機能の低下

❶

❸

食育活動の減少（評価Ｅ）
❷

コロナ禍での収入減少や物価
高騰による生活不安
コミュニティ活動の減少

❹

※白抜き●数字と「課題と対応のまとめ」（P.13）
の番号が対応します。
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元気づくり

 企業立地の好調維持、地場中小企業の増設堅調
 やばけい博覧会（やばはく）の実施（2021年3～5月、2022年3～4月、9～10月）
 過疎地域での結婚新生活支援制度開始（2021年4月）
 「蘭学・洋学 三津同盟」の締結（2021年11月）
 「不滅の福澤プロジェクト」始動（2021年11月）
 博多大丸を情報発信アンバサダーに認定（2022年1月）
 「耶馬溪橋」国の重要文化財認定（2022年5月）
 中津市プレミアム商品券発売（2020年7月、2021年12月、2022年5月、2022年9月）

◆主な成果指標

◆主な取り組み実績・トピックス

指標名 基準値 H30 R１ R2 R3 目標値(2026年)

1.誘致企業数（累計） (累計)― 37件 49件 59件 68件 60件

2.再造林面積 21.7ha/年 29.1ha/年 26.8ha/年 15.2ha/年 30.5ha/年 32.5ha/年

3.観光入込客数 約464万人 約464万人 約410万人 約282万人 約330万人 約467万人

4.中津市の移住支援制度を利用
した市外からの移住者数

78人 ― 167人 ― 226人 350人

5.コミュニティ施設の運営や
操業等による空き店舗活用数

(累計)― 3件 3件 5件 6件 20件

6.歴史・文化施設の年間
利用者数

13,000人 17,831人 43,506人 30,419人 35,460人 48,000人

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

１．企業誘致と

地場企業の育成

２．一次産業振興・

六次産業化

３．山国川上下流域

を結ぶ観光振興

４．移住促進

５．まちのにぎわい

づくり

６．文化・スポーツの

振興

H30

R1

R2

R3

観光入込客数の低下（評価Ｅ）
➞地域経済低迷の懸念

文化芸術活動の機会減少
（評価Ｅ）➞市民の精神的
豊かさ低下の懸念

❽

❾
カキ生産量の低下
（評価Ｅ）

❺

コロナ禍での市内事業者の収益悪化
地域経済の再活性化

❻❼
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未来づくり

◆主な取り組み実績・トピックス
 中津終末処理場消化ガス発電事業の開始（2021年4月）
 市のDX推進監を任命（2021年4月）
 デジタル化の推進（押印省略・各種申請のオンライン手続き拡大）
 プラスチックごみの分別開始（2021年7月）、ごみ袋有料化（2022年9月）
 中津日田道路：耶馬溪山移～下郷交差点間の供用開始（2021年2月）、下郷交差点～山国

間の新規事業採択（同年3月）、田口IC～青の洞門・羅漢寺IC間の令和５年度開通見通し
（同年4月）

◆主な成果指標

計画の推進（参加・連携・結集）

 民間企業と包括連携協定を締結。第一生命保険（2021年5月）、大塚製薬（2021年5月）、
明治安田生命（2021年8月）、コープ大分（2022年5月）、富国生命（2022年10月）

 産官学民連携型サーキュラーエコノミー実証実験（2022年4月）
 共創施設ＳＨＩＢＵＹＡ ＱＷＳ（渋谷キューズ）入会（2022年7月）
 大学と連携した地域課題解決（おおいた地域連携プラットフォーム）

◆主な取り組み実績・トピックス

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

１．学びたい教育の

まちづくり

２．生涯学習・産業

教育の推進

３．環境の保全

４．インフラ整備・

維持

H30

R1

R2

R3

指標名 基準値 H30 R1 R2 R3 目標値(2026年)

1.

学
力
調
査

小学校６年
（国語・算数）

全国平均以上の学校数
― ― 16/21校 実施なし 13/21校

全ての小中学
校で全国平均

以上中学校３年
（国語・数学）

全国平均以上の学校数
― ― 5/10校 実施なし 6/10校

2.ふるさと学習参加者数
【青少年対象】(のべ人数)

249人 258人 314人 229人 180人 280人

3.ごみ排出量 32,878ｔ 31,085ｔ 30,877ｔ 30,943ｔ 28,984ｔ 24,204ｔ

4.マイナンバーカードの交付枚数 5,000枚 11,330枚 13,812枚 25,187枚 38,601枚 80,000枚

生涯学習活動などの機会減少（評価Ｅ）
⓫

職場体験学習などの機会減少（評価Ｅ）
⓬

コロナ禍での子どもの教育環境への不安
❿

公共交通利用者の減少（評価Ｅ）

中津港への定期運航船開設（評価Ｅ）
⓮

⓯

脱炭素社会の実現に向けた取組み
⓭
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